
令和７年度 幼稚園評価結果 

半田市立亀崎幼稚園 

１ 幼稚園の教育目標 

幼稚園教育要領に基づき、本園のめざす幼児像を設定し、その育成に努める。 

 

２ 本年度の重点目標を基に設定した幼稚園評価の具体的な目標や計画 

（１）一人一人のよさを発揮できるごっこ遊びの援助と環境づくりを探り、自己肯定感を育む保育実践を展開

していく。 

（２）幼保小中一貫教育（キャリア教育）の推進をする。 

（３）幼児の発達に合わせた運動会遊びやリズム遊びを取り入れ、健康と体力の向上を目指す。 

 

３ 評価項目の達成及び取組状況 

評 価 項 目 結果 理         由 

(1)自己肯定感を育む保育

実践 

A  自己肯定感を育むごっこ遊びの環境や援助を考え保育展開をしてき

たことで、やりたいことに繰り返し取り組んだり、友達と認め合う経験をし

たりすることができた。動画を活用した事例検討を通して場面を捉えて

考察することができ、幼児理解や環境の再構成につなげることができ

た。 

(2)キャリア教育の推進に向

けた取組 

B  地域の小学校や保育園との継続的な交流に努めた。また、中学生

や消防署職員が活躍する姿を見たことで、憧れの気持ちを持つ機会と

なった。 

(3)体づくりにつながる遊び

の充実 

B  継続的かつ計画的に遊びを取り入れたことで、どの子も無理なく楽し

んで取り組むことができ、体づくりにつながった。保護者も経験できる機

会をもち、楽しさや必要性を知らせることに努めた。 

 

４ 幼稚園評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結果 理         由 

 

B 

 

 現職教育の中で、ごっこ遊びの場面を捉えた意見交換や共通理解を積み重ねてきたことで、自己

肯定感を育む保育の実践につながった。キャリア教育や体づくりにつながる遊びの取組は、ねらいや継

続方法を考え、さらに充実しいたものにしていけるように職員間で検討していきたい。 

※３・４の評価結果の表示方法 

 

 

 

 

５ 今後取り組むべき課題 

課     題           具体的な取り組み方法 

保護者との連携の充実  子どもの姿や育ち、幼稚園教育で大切にしていることが伝わる親子参加行事

のもち方やドキュメンテーション等の発信方法を探る。 

 

A 十分達成されている 

B 達成されている 

C 取り組まれているが成果が十分でない 

D 取組が十分でない 

 


